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来賓の方々と川畠議長

能登空港の
軍事利用反対！

代
　
表

嶋
　
垣
　
利
　
春

子
孫
に
戦
争
法
を
残
し
て
は
な
ら
な
い

軍
隊
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｐ
Ｋ

Ｏ
協
力
法
、
周
辺
事
態
法
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
、
有
事
関
連
法
な
ど

の
法
制
化
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
活
動
領
域
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
対

米
軍
事
協
力
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
権
力
を
振
り
か
ざ
す
米
国
に
追

随
し
、
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
を
は
じ
め
世
界
中
で
銃
を
振
り
回
す
こ
と

に
な
れ
ば
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
果
た
し
て
、
よ
り
安
全
で
安
心

で
き
る
社
会
に
つ
な
が
る
の
か
。
極
め
て
疑
問
で
あ
り
ま
す
。

自
衛
隊
を
、
海
外
派
遣
と
し
て
出
動
さ
せ
る
イ
ラ
ク
特
措
法
は
憲

法
違
反
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
小
泉
内
閣
は
次
期
国
会
で
憲
法
改
正

（
悪
）
の
準
備
と
し
て
国
民
投
票
を
提
案
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
有
事
関
連
法
や
自
衛
隊
法
の
改
正
、

イ
ラ
ク
復
興
支
援
法
、
住
民
基
本
台
帳
（
住
基
ネ
ッ
ト
）、
更
に
教

育
基
本
法
の
改
悪
、
憲
法
改
悪
、
反
原
発
な
ど
極
め
て
重
大
な
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
織
さ
れ
た
労
働
者
と
し
て
、
社
会
的

な
役
割
り
を
如
何
に
し
て
果
た
す
か
が
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
、
生
活
環
境
や
社
会
環
境
が
厳
し

く
と
も
、声
を
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
子
孫
に
負
の
遺
産
と
な
る
戦
争
法
を
残
し
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
に
結
集
す
る
先
輩
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
闘
う
こ
と
を
申
し
上
げ
、
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、一
言
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

諸
先
輩
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
「
石
川
県
評
」、「
県
評
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
「
連
帯
労
組
会
議
」、
そ
し
て
「
石
川
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
名
称
を
変
更
し
て
再
出
発
し
４
年
。
こ
の
間
、
平
和
・
環

境
・
人
権
を
守
る
闘
い
を
す
る
組
織
と
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
「
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
」
の
代
表
と
し
て
こ
の
度
、
選
任
を
頂
き
ま
し
た
。

私
は
今
、
改
め
て
そ
の
職
責
の
強
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
更

に
こ
の
間
、
多
く
の
諸
先
輩
や
仲
間
の
力
で
、
五
十
数
年
間
と
い
う

永
き
に
渡
り
「
平
和
な
社
会
環
境
」
を
守
る
た
め
に
日
々
努
力
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
思
う
と
、
私
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
小
泉
内
閣
は
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
を
着
々
と
進
め
て

い
ま
す
。
先
の
国
会
で
、
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
送
る
た
め「
イ
ラ
ク

復
興
支
援
特
別
措
置
法
」が
賛
成
多
数
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
自
衛
隊
は
初
め
て
外
国
の
領
土
で
本
格
的
な
活
動
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
58
年
前
の
敗
戦
以
降
、
平
和
憲
法
を
定
め
て
軍
隊
を
捨

て
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
和
憲
法
の
原
則
を
骨
抜
き
に
し
自
衛
隊
を

2003年度役員体制

石
川
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

第
四
回
総
会
は
九
月
三
十
日

（
火
）、
労
済
会
館
で
役
員
15
名

と
代
議
員
51
名
、
地
区
平
和
セ

ン
タ
ー
の
特
別
代
議
員
12
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
直

前
に
小
泉
再
改
造
内
閣
が
発
足

し
、
さ
ら
に
目
前
に
衆
議
院
解

散
が
予
想
さ
れ
、
平
和
の
危
機

が
一
段
と
深
ま
る
中
、
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り
を
再
確

認
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
中
江
副
代
表
の
開
会

あ
い
さ
つ
、
資
格
審
査
・
議
事

運
営
委
員
（
桑
原
実
運
営
委
員

他
４
名
）、
選
挙
管
理
委
員
（
尾

崎
豊
吉
運
営
委
員
他
４
名
）
の

選
出
に
続
き
執
行
部
を
代
表
し

て
川
淵
代
表
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
来
賓
か
ら
の
あ
い
さ

つ
（
連
合
石
川
上
田
事
務
局
長
、
社
民
党
県
連
合
平
田
幹

事
長
、
桑
原
豊
衆
議
院
議
員
秘
書
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
と
し
て
「
二
〇
〇
二
年
度
活
動
の
総
括
と

決
算
報
告
」
が
川
口
事
務
局
長
か
ら
、「
会
計
監
査
報
告
」

が
中
田
会
計
監
査
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
総
括
で
は
、
私
た
ち
の
平
和
運
動
が
ア
メ
リ
カ

一
国
に
よ
る
世
界
支
配
を
目
論
む
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
世
界

戦
略
と
、
そ
れ
に
追
随
す
る
小
泉
政
権
と
の
闘
い
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
と
有
事
法
制
・

イ
ラ
ク
新
法
阻
止
を
掲
げ
た
闘
い
を
、
組
織
を
上
げ
て
展

開
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
闘
い

は
結
果
的
に
敗
北
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
数
多

く
の
集
会
、
デ
モ
、
街
宣
、
ビ
ラ
撒
き
、
学
習
会
な
ど
に

取
り
組
み
、
他
の
平
和
団
体
と
の
連
携
も
広
が
り
、
今
後

の
闘
い
に
つ
な
げ
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
攻
撃
反
対
、
有
事
法
制
反
対
の
運
動
を
総
括

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
！

憲
法
改
悪
阻
止
！
　

組
織
の
拡
大
、
充
実
で
平
和
の
実
現
を

嶋
垣
新
代
表
を
選
出

第四回定期総会



第
一
号
議
案
の
承
認
に
続
き
、
第
二
号
議
案
「
二
〇
〇

三
年
度
活
動
方
針
（
案
）
お
よ
び
予
算
（
案
）」
が
提
案

さ
れ
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
（
案
）
で
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢
が
小
泉
改

革
に
よ
っ
て
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
片
や
戦

争
の
で
き
る
国
づ
く
り
に
向
け
て
様
々
な
改
悪
が
進
ん
で

お
り
、
私
た
ち
の
闘
い
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
の
下
、
具
体
的
な
活
動
方
針
と
し
て
各
単

産
と
の
日
常
的
な
交
流
の
拡
大
や
地
区
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化
、
青
年
・
女
性
部
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
こ

と
な
ど
を
通
じ
て
組
織
強
化
と
運
動
の
す
そ
野
を
広
げ
て

い
く
こ
と
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
と
憲
法
改
悪
に
反

対
す
る
闘
い
や
反
基
地
、
反
核
・
脱
原
発
の
闘
い
を
中
心

に
大
衆
運
動
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

課
題
を
実
現
に
向
け
関
係
団
体
と
の
共
同
行
動
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
吉
川
代
議
員
（
全
農
林
）
か
ら
、
青

年
・
女
性
部
へ
の
移
行
経
過
や
平
和
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

青
年
・
女
性
部
の
今
後
の
運
動
に
対
す
る
見
解
を
明
確
に

す
べ
き
で
な
い
か
と
の
質
問
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

荒
木
代
議
員
（
全
国
一
般
）
か
ら
は
昨
年
の
闘
い
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
闘
い
へ
の
決
意
と
来
る
べ
き

総
選
挙
で
は
戦
争
に
反
対
す
る
議
員
を
応
援
し
た
い
、
東

代
議
員
（
全
た
ば
こ
）
か
ら
も
、
総
選
挙
闘
争
は
生
活
と

平
和
を
か
け
た
選
挙
で
あ
り
、
総
選
挙
の
闘
い
を
通
し
て

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
団
結
と
交
流
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
い
う
決
意
表
明
あ
り
ま
し
た
。
甲
谷
代
議
員
（
全
国

一
般
）
か
ら
は
青
年
・
女
性
連
絡
会
か
ら
青
年
・
女
性
部

へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
泊

代
議
員
（
高
教
組
）
か
ら
は
、
①
有
事
法
成
立
の
次
は
戦

争
す
る
た
め
の
人
づ
く
り
に
向
か
う
。
教
育
現
場
で
は
そ

の
先
取
り
と
し
て
の
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
使
用
強
制
が
あ

り
、
平
和
教
育
に
対
し
偏
向
教
育
と
の
攻
撃
も
か
け
ら
れ

て
い
る
。
教
育
基
本
法
改
悪
反
対
の
運
動
を
反
戦
運
動
全

体
の
中
に
位
置
付
け
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
防

災
訓
練
に
お
け
る
能
登
空
港
の
自
衛
隊
利
用
に
つ
い
て
、

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
反
対
の
見
解
を
出
し
て
ほ
し

い
。
以
上
の
指
摘
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
田
村
代
議
員

（
県
教
組
）
か
ら
は
夏
休
み
帳
問
題
、
平
和
教
育
、
性
教
育
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
に
対
す
る
攻
撃
の
根
は
同
じ
。

戦
争
に
行
く
人
間
を
学
校
現
場
で
つ
く
れ
と
い
う
考
え
が

あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
質
問
や
補
強
意
見
に
対
す
る
執
行
部
か
ら
の
答

弁
も
含
め
、
二
号
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
規
約
改
正
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
退
任
さ

れ
る
川
淵
代
表
の
あ
い
さ
つ
、
嶋
垣
新
代
表
の
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
総
会
宣
言
と
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
さ
れ
、
中

道
副
代
表
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
、
嶋
垣
新
代
表
に
よ
る
ガ

ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
第
四
回
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
を
以
っ
て
私
鉄
総
連
北
日
本
観
光
自
動
車

労
働
組
合
（
金
沢
市
佐
奇
森
町
ヲ
８
８
│
３
）
が
新
た
に

総
会
終
了
後
、
地
区
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
面
の
最
重
要
課
題
は
衆
議
院
選
挙
対
応
で
す
。
県
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
選
挙
闘
争
か
ら
の
撤
退
を
決
め
て
い

ま
す
が
、
地
区
セ
ン
タ
ー
は
連
合
地
協
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
の
下
、
積
極
的
に
協
力
し
て
こ
と

北北北北
日日日日
本本本本
観観観観
光光光光
自自自自
動動動動
車車車車
労労労労
組組組組
がががが
新新新新
規規規規
加加加加
盟盟盟盟

泊代議員
（高教組）

田村代議員
（県教組）

決意を述べる阿部執
行委員長

東代議員
（全たばこ）

甲谷代議員
（全国一般）

吉川代議員
（全農林）

荒木代議員
（全国一般）

憲
法
改
悪
反
対
！
イ
ラ
ク
派
兵
阻
止
！

６
人
の
代
議
員
か
ら
質
問
と
補
強
意
見

加
盟
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
発
足
以

来
初
の
新
規
加
盟
で

あ
り
、
組
織
の
強
化

県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
青
年
・
女
性
連
絡
会
が
こ
の
度
、

青
年
・
女
性
部
と
し
て
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
専
門
部
に

位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
６
日
に
は
労
済
会
館
に
お
い
て

第
１
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
反

対
な
ど
の
活
動
方
針
が
確
認
さ
れ
、
甲
谷
徳
幸
さ
ん
（
全

地地地地
区区区区
平平平平
和和和和
運運運運
動動動動
セセセセ
ンンンン
タタタタ
ーーーー
代代代代
表表表表
者者者者
会会会会
議議議議
をををを
開開開開
催催催催

青青青青
年年年年
・・・・
女女女女
性性性性
部部部部
第第第第
１１１１
回回回回
定定定定
期期期期
総総総総
会会会会
開開開開
催催催催

11110000
／／／／
22221111
反反反反
戦戦戦戦
・・・・
平平平平
和和和和
をををを
考考考考
ええええ
るるるる

青青青青
年年年年
女女女女
性性性性
集集集集
会会会会
にににに
結結結結
集集集集
しししし
よよよよ
うううう
！！！！

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
二
点
目
の
課
題
は
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
兵
反
対
闘
争
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
有
事
法
阻
止
、

イ
ラ
ク
戦
争
反
対
の
闘
い
を
踏
ま
え
、「
テ
ロ
特
措
法
」
の

延
長
反
対
、「
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
」
の
闘
い
を
、

国
会
や
政
治
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
組
織
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

を
課
題
と
す
る
私
ど
も
と
し
ま
し
て
も
心
強
い
限
り
で
す
。

阿
部
三
昭
執
行
委
員
長
は
総
会
で
の
挨
拶
で
「
厳
し
い
時

期
だ
が
組
織
の
強
化
、
拡
大
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
一
般
）、
田
中
重
治
さ

ん
（
全
農
林
）、
宮
村
夏

井
子
さ
ん
（
県
教
組
）

の
三
名
の
代
表
幹
事
ら

11
名
の
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先

立
つ
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
第
四
回
総
会
で
は
代

表
者
一
名
を
運
営
委
員

と
す
る
規
約
改
正
が
承

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

│
イ
ラ
ク
の
現
状
・
課
題
と
展
望

│

日
時
　
10
月
21
日
（
火
）
18
時
〜
20
時

場
所
　
石
川
県
教
育
会
館
　
２
階
会
議
室

講
師
　
清
水
　
俊
弘
氏

（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
事
務
局
長
）

「
続
く
紛
争
と
わ
た
し
た
ち
」


